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体験 的 ・実践 的な活動 を通 して 、主体的 に学習す る意欲 ・態度を育 む家庭科 の指 導

1主 題 設定の理 由

近年 の産業構造 の転換 は、家族 や家庭を取 り巻 く環境 に も急激 な変化を及 ぼ した。その影 響

は青少年 にお いて受験競争 の激化 とあ いまって、生活体験の不足か らくる実生活 への無 関心 、

自我 の形 成の遅 れ、無気 力等 を もた らして いる。 この よ うな状況を背景 と して、本年 度 よ り、

高等学校 で は新学習指導要領 に基 づ いた教育課程が実施 され、家庭科 はすべて の生 徒が履修 す

る教科 とな った。

普通教育 と して の家庭科 は、家庭生 活を中心 と した人間の生 活を学習の対象 としてお り、 健

康 で文化 的 な家庭生活を営 む ことがで きる能 力、すなわ ち生活課 題を解決 し生活 を創造 す る こ

とので きる能力を育成す ることを 目的 と して いる。そのため には直接体験学習 、疑似体験学習、

間接体験学 習等の体験的学 習を通 して学 習 し、 さ らに家庭生 活や地域社会 において実践 す る こ

とが必要 であ る。 そ こで家庭科 の指導 に当 たって は授業時数 の10分 の5以 上 を実験 ・実習 に配

当す る ことが、学習指導要領第2章 第9節 家庭第3款 に示 されて いる。

今年度 の教育 研究員 は これ らを踏 まえて、生徒 の興 味 ・関心 を高 め、生徒が 自 ら学 ぶ意 欲 ・

態度 を育成 し、主 体的 に学習 に取 り組 め るよ う、体験 的 ・実践 的活動を中心 と した指導 にっ い

て研 究す る ことに した。特 に、授業研究 においては、生徒や学校 の実態 に合わせて特別 な施設 ・

設備 を必要 とせず、 どの学校 で も実施可能 な内容 とす ることを心掛 けた。また、領域 と して は

「家庭一般」「生活技術 」「生活一般」共通 の内容 であ る家族 ・家 庭生 活 領域 と食生 活領 域 を取

り上 げた。家族 ・家庭生活 に関 して はこれ まで体験的 な学習が比較的少 な く新 しく開発す る必

要 があ ること、食生活 にっ いて は調 理実習を中心 に体験学習が行 われて きてい るが、食生活 の

変化 や生徒 の多様化等 に伴 い、指導 の在 り方を再検討す る必要が ある と考 えたか らで ある。

以上 よ り、主 題を 「体験 的 ・実践 的 な活動 を通 して、主 体的 に学習す る意欲 ・態 度を育 む家

庭利 の指導 」 と設 定 して研究 をすすめた。

ll研 究 に対 する基本的 な考え方 と研究経過

1研 究 に対 する基本的 な考え方

(1>家 族 と家庭生 活及 び食生活領域 にっ いて、2班 に分 かれて破究 をすす あ る。

(2)領 域 と しての まとま りを配慮 しっっ、手法 として調査 ・研究 、実験 ・実習、 ロー ルプ

レイ ング、 ビデオ視聴 等を取 り入れ た授業展開 とす る。

2研 究経過

(1>主 題 に対す る基本 的な考 え方

② 家族 ・家庭生活領域 、食生活領域 の指 導計 画の作成 及 び検討(班 別研究)

(3>家 族 ・家庭生活領域 、食生活領域 の指導事例 の検討(班 別 研究)

高齢化社 会 と福祉 に関す る生徒 の意識調査 の実施及 び結果 の検討

(4)授 業研究

⑤ 研究 のま とめ と今後 の課題
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皿 研究内容

1家 族 と家庭生 活

(1)研 究 のね らい

新学 習指導要領 で はこれ までの 「家 庭生活の設計 ・家族」が社会及 び家庭 を取 り巻 く環

境 の変 化 に対応 して、「家族 と家庭生活」 と 「家庭経済 と消費」 の2領 域 に分かれ た。

この領 域 は家庭 の在 り方 を考 え、家庭生活 は男女 が協力 して築 いて い くものであ る こ と

を再認識 す るとと もに、課題意識 を もって充実 した家庭生活 を営む こ とがで きる能力 を育

成す ることを 目的 として い る。生徒 の生活 や家庭生活 の実態 は多様化 して お り、家族 や家

庭 に関す る課 題 も多様化 し、その解決方法 もまた多様化 してい る。課題を解決 し、生活 を

創造す る ことので きる能力 を育成す るには、 これまでの知識 ・理解 を中心 と した指導 法 か

ら、生徒 と教 師が一緒 に な って考え る創造的学習 に改 めてい く必要 があ る。そ こで、本 研

究 で はこの領域 を取 り上 げることに した。

まず第一 に、指導計 画の作成 に当た って は、生 徒各 自が生活設計 を具体 的 に考 え る こと

がで きるよ うにな ることを 目標 と して、家庭 の機 能 と家族関係、家族 の生活 と家庭経営 、

高齢者 の生 活 と福祉 を各項 目の内容 を関連 させなが ら配列 を工 夫 した。

次 に 日本 が世 界 で も最長 寿国 とな り、急速 な高齢化 の進展 に伴 う新 たな課題 解決 に迫 ら

れて い る現状 を踏 まえ て、高齢化社会 に対応 した家族 の役割 、社会 システム等 にっ いて考

え る ことが必 要で あると判 断 し、高齢者 の生活 と福祉 を中心 に体験的 ・実践的活動 にっ い

て研究す ることに した。

特 に、今年 は高齢 者保健福祉推進十 か年戦略(ゴ ール ドプ ラ ン)の 後半 に入 った年 で も

あ り、高齢者 の問題 を家庭 だけの問題 として ではな く市 町村及 び都道府 県 にお け る高齢 者

保健 福祉施策 の現状 と今後 の課題 にっ いて も考え る必要 があ る。 ところが、生徒 に と って

高齢 者 は身近 な存在 とはな ってお らず、高齢化を マイナス面か ら捉 えが ちな傾 向にあ る。

そ こで、加齢 によ る体力 ・知力 ・気力等 の衰えや寝 たき りや痴呆 とい った老 後 の生活 不 安

のみを取 り上 げ ることな く、老後を生 きが いを持 って生 きて い くに はどうすれ ばよ いか と

い う視点 よ り指導 の在 り方を考え た。 また、相手 の立場 を尊重 し、他者 の身 にな って考 え

ることが で きる態度 を育 む こと も指導 の中 に加え た。

(2)「 家族 と家庭生 活」の指導計画

ア 指導計画作成上 の配 慮事項

(7>生 活設計 を立 て ることが まとめ とな るように学習項 目を配列す る。

ω 体験的 ・実践 的活動 について は日常 の授業 の中で活 用 しやす い もの とす る。

イ 指導計画22時 間

指 導 項 目
時
間 指 導 内 容 備 考

1家 庭 の機能 と家 2 ・家 庭の機能 は時代 とと もに変化 して きて いるが、 国民生活白書

族関係 変化 しな い基本 的な機能があることを気付かせ、 厚生白書

家庭の機能の変化 家庭 の機能 の重要性を認識 させ る。 VTR

と家族
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・すべての人 が家族 の一員 であ るとい う考 え方 を

基本 として家族形態 にっいて調 べ させ、家族 の

役 割 にっ い て理 解 させ る。

家族と法律 4 ・婚 姻 ・夫 婦 ・親 族 ・扶 養 ・相 続 等 にっ い て 、 旧 デ ィ ベ ー ト

民法 と現行民法 の比較等を通 して、具体的 に理

解 させ る。

家族の人間関係 2 ・新 聞や雑誌 の記事等の具体的 な事例を用 いて、 新聞記事

家族 同士 の人間関係 を保 っ ための方法 にっ いて VTR

考 え させ る。

生活時間と労力の管 2 ・家族 の生活 時間調査 を行 い、実態 を把握 させ る 生活時間調査

理 と と もに、 問題 点 ・改 善 点 にっ いて考 え させ る。

・家事労働 と職業労働 の特徴 を理解 させ る。

・家事労働 におけ る役割分担 の在 り方 につ いて考

え させ る。

・自由時間の意義、 自由時 間 と生 きがいにっ いて

考 え させ る。

2高 齢化社会 と福 ・高齢者 に関す る意識調 査 により
、生 徒 の意識 や ア ン ケ ー ト調

祉 実態 を把握 す る。 査

高齢化社会の現状 2 ・我 が国 にお ける高齢化 の状況 を理解 させ る。 厚生白書

高齢者の生活 と家族 ・ 6 ・高齢者 と家族 について、老親 の面倒 を誰が み る VTR

福祉 か とい うテーマで役割 を設定 して話 し合 いを さ ロ ー ル プ レ イ

せ る こ とに よ り、 身 近 な 問題 と して考 え させ る。 ング

・高齢者の心身 の特徴 と生活 を、簡単 な介護 実 習 介護実習

を通 して理解 させ る。

・高齢者 に対す る聞 き取 り調査を通 して
、 その生 聞 き取 り調査

活 や人 間の在 り方生 き方 に対す る理解を深める。

・各事例 と関わ りのあ る高齢者福 祉の現状 にっ い

て 理 解 さ せ る。

・欧米諸国 との比較 によ り、 これか らの福祉 の在

日本め福祉の現状と 2 り方 と社会保障 の展望 にっ いて考 え させ る。

課題

3ラ イ フ ス テ ー ジ 2 ・家族 と家庭生 活領 域 のまとめと して、聞 き取 り 生 活設計 ワー

と生活設計 調査結果 を もとに、各 自の現在か ら高齢期 まで ク シ ー ト

の生 き方 に っ いて 考 え 、 ワ ー ク シ ー トに記 入 さ

せ る 。
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(3)実 態調 査

ア ね らい

イ

ウ

エ

高齢者 に関す る生徒 の意識 や実態 を調査 し、家族 ・家庭生 活領域 の指 導 を

行 うための資料 とす る。

対象 都立高等学校6校(普 通科3校 、商業科3校)

調査 時期 平成6年9月

調査 内容 と分析
`

a祖 父母の名前 を知 っているか。

a父 方と母方の祖父母の名前を知っている生徒

言 えな し

(30.2%)

1人言 える

(64%)

2人言 え る(23,8%)

人言 え る(191%)

b高 齢者と接する機会の有無

な い

(50.3%)

3人言え る(20.4%)

ある(49マ%)

c1高 齢者 とはどのような形で接するか。

近所っ き

(186%)

親戚っ き合 ㌧

(454

同居(340%)

c2ど の ような内容で高齢者と接するか。

遊 ひに行 く(145%)

プ レゼ ン

(10.0%

身の回 り(33%)

の世話 をす る

家事(79%)

を して もらう

お見舞(42%

生活の知恵(61%ソ ↑

外出買 い物(7.2%)

に付 き合 う

し相手(247%)

に食事(221%)

高齢者 との親密度 の度合 いを知 る手 がか り と し

て、祖父母の名前 を知 っているか という調査を行 っ

た。 その結果、父方、母方 のどち らにっ いて も知

らないと答え た生徒 が3割 以上 もいた。4人 と も

知 って いる生徒 は2割 弱 であ った。

この ことによ り、祖父母 とあま り交流 を して い

ない生徒が多 いことが分か る。

b高 齢者 と接 す る機会の有無

高齢者 とどの程度接触を もってい るかを知 る手

がか りと して高齢者 と接 す る機会 の有無 につ い て

調 べた ところ、あ ると答 えた生徒 は全体 の約 半 分

であ った。

高齢化 が進展 し、高齢者 が増えて い るに もかか

わ らず、高校生 の半分 が高齢者 と接す る機 会 が な

く、理解 も薄 いとい うことが分か った。

c高 齢者 とはどの ような形 で接 す るか。

高齢者 と同居 して いる生徒 は全体 の約3分 の1

で、別 に住んで いる祖父母 やお じ、おば等 との 交

流 によ り高齢 者 と接す る機会 のあ る生 徒が45%で

ある。近 所 に住む高齢者 と接触 のあ る生徒 は2割

程度で少 ないことが分か った。

また、接 し方の内容 にっ いて は、 「話 し相 手 と

なる」(24.7%)、 「一 緒 に食事 す る」(22.1%)、

「家 に遊 びに行 く」(14.5%)、 「家 事を して もらう」

(7.9%)、 「買 い物 につ きあ う」(7.2%)等 が上 位

を 占めて いる。

ボラ ンテ ィア活動等 を通 して高齢者 と接 して い

る生徒 は、調査校 で は非常 に少 ない。

d自 分の親 の老後及 び自分の老後 はどのよ う に

過 ご した いか。
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親 の老後 にっ いて は、「家 族 と一緒 に過 ごす」

と答 え た生徒 が46%で 、「老 人 ホ ーム等 に入居 」

して ほ しいと答 え た生 徒 は4.9%と 少 な い。 とこ

ろが、 自分 の老後 にっ いて は家族 と同居希 望が23

d1親 の老後にっいて

わか らない(308%

%で 、親 の 場 合 の半 分 に な り、 自立 及 び老 人 ホ ー 老人ホーム

ム等 への入居 を希望 す る生徒 が増えて いる。

この理 由 にっ いて は、親 に対 して は 「老後 は寂

しそ うだか ら一緒 に住 む⊥ 「自分 が育 てて もらっ

たのだか ら、今度 は親 の面倒 をみた い」等 の意 見

が多 く、 自分の ことにっ いて は 「子供 に迷惑 を か

けた くないか ら自立す るか老人 ホー ムに入居 した

い」 とい う意 見が多か った。

親 の老後 にせ よ、 自分 の老後 にせよ何十年 も先

の ことを想像す ること は難 しいの か、 「わ か らな

い」 と答 えた生 徒が全体 の3分 の1以 上 もいた。

e子 供が老親 の面 倒をみ ることにつ いて ど う思

うか。

子供 が親 の面倒 をみ る ことにっ いて は、 「当 た

り前」 と答 え た生徒 が4分 の3以 上 と圧倒的 に多

いが、「親 の希望 次第」「家庭 の事情 次 第」 「当然

だ とは思 うけれ ど、気 は進 まな い」 と答え た生 徒

も数名 いた。

f自 分が年 を と った時 、子 供 とどうい う関係 を

保 ちたいと思 うか。

「いっ も一 緒 に過 ごしたい」が全体 の約4分 の

1、 「時 々会 って食事 や会話 を す る」 が全体 の約

3分 の2、 「付 き合 わない」 「たまに会話す る」 と

い ったあま り親 密な関係を望 まない答 えが約1割

であ った。

9老 後 を どの ように生 きた いか。

「人 の役 に立 ちたい」「忙 しい 日々を送 りたい」

「家族 や友人 か ら頼 られた い」 等積 極 的 な生 き方

を望 む生徒 と、「静 かに 日々を暮 らしたい」「頼 れ

る人を持 ちた い」「ゆ った りと暮 ら したい」等 穏

やか な老後 を望 む生徒 が いて様 々である。

等に入居(49%

自立 して生活

(18.3%)

d2自 分 の 老 後 にっ い て

わか らな い(372%)

老人ホーム

等に入居(

家族 と一緒 に

過 ごす

(46.0%)

族 と一緒に過 ごす

23.O%)

立 して生活す る

(314%)

e子 供 が親の面倒を見ることにっいて

必要はない(3.2%)

やむをえな

f子 供との関係

たまに会話(87%)

9老 後の生き方

っ きAわ ず(17%)

(249%)

周囲 に順応 して暮 らす(2.6%)

講 勲響…
・・た・生活・繍 講 翻
■

頼 れる人 もつ(12.9%)1
ノ趣味

螺 ノ
蔭謬/大切

に され る(3.9%)鐙 腰
■.聯

と きめ き(4β%)自 分で働 く(2 .

学 び続 ける(4.9%)

忙 しい 日々(5.7%)

趣味や遊び

(28、8%)

以上 の調査結果 を基 に、「高齢者 の生活 と福祉」 の指導 の進 め方 、 体験 的 ・実 践 的活動 につ

いて検討 した。
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(4>指 導事 例1役 割演技 を通 して、家族 の問題解決 を図 る

ア 題材 名 高齢者 と家族

イ 題材設定 の理由

役割を演 じることに よ り、生徒の生活体験や心理 を引 き出 して課題 を見っ けた り問題

解 決を図 る役割演技(ロ ールプ レイ ング)は 、 自分 とは異 な った立場 で、人や もの との

関わ りを別 の視点 か ら体験 す ることがで きるので、家族や家庭生活 の問題解決 にっ いて

考 え る上 で有効 な指導方法 といえ る。 しか し、限 られ た時間の中 で生徒全員 に ロー ルプ

レイ ングを経験 させ る ことはむずか しい。そ こで、役割 を決めそ の立場 に立 って グ ルー

プ ごとに話 し合 いを行 うことによ り、 ロールプ レイ ングと同 じ効果を得 ることを 目的 と

して この題材 を設 定 した。

ウ 学習 目標

ω 役割演技 を通 して、相手の立場 にな って考 え ることの大切 さを理 解す る。

ω 高齢者 の扶養 問題を考え ることを通 して、高齢化社会 の現状 を理 解 し、各 自が ど

の よ うに取 り組 めば よいか考 え る。

(ウ)日 本 の高齢者 福祉 の現状 を知 る。

工 資料及 び準備

㈲ 夫、妻 、夫 の姉のおかれた状況を設定 し、 それ ぞれ にま と

め たプ リン トを準備す る。

夫 ……… 長男 姉 と2人 兄弟 年齢45歳 妻 と子供2人

姉 よ り母 を引 き取 るよ う依頼 されて いる

妻 ……… 主婦 一 人娘 マイ ホーム生活 夫の母 とは折 り

合 いが悪 い 実母 が一 人暮 ら しを して いる

夫 の姉 … 主婦 夫 と子供2人 と実母 の5人 で社 宅住 まい

夫の母 が病気 にな り同居 を希望 してい る

ω 記録 用紙 と自己評価用紙 の準備

オ 授業 の展 開(2時 間)

母

関 係 図

ド　　　コ

i母i母
L___」

A
夫=姉 夫=妻

(弟)

区
分 学 習 活 動

時
間 指 導 上 の 留 意 点 備 考

導
・本時 の学習 目標 を知 る。

(分)
・役割演技 による話 し合 いの進 め方

入 5
につ いて 説 明 す る。

グループ学 習

展 ・高齢 となった母親 の扶 養 に 10 ・4人 で1グ ル ー プ とす る。 記録用紙

つ いて グループで役割 を決 ・夫 、夫 の姉 、妻 、記 録 者

め て話 し合 う。 ・話 し合 いが円滑 に進 むよ うに記 録

開 10 者 を お く。

〔場面1夫 と姉 の会話 〕
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・夫役 と記録者 は教室に残 る
。

1

・夫 の姉 、妻役 の生徒 は筆記具 の み

・夫役 の生徒 は、状況設定 の を 持 って 廊 下 へ 出 る 。

プ リン トを読 んで役 を理解 ・文章を読んだだ けでは理解 で きな

す る 。 い生 徒 に関係を説明す る。

。姉 役の生徒 が教室 に入 る。 ・姉 役 の生 徒 に プ リン トを配布 す る。 プ リ ン ト

・夫 役 と姉役 の生徒 で話 し合 ・各 グループの話 し合 い状況を確 認 Nα2

いを す る。 す る 。

・記録者 は夫役 と姉役 の生徒 ・結 論 が で た ら各 自の プ リ ン トに 記

展 の話 し合 いの内容 を記録 す 入 させ る。

る 。 ・全 グル ー プ が終 わ った ら、姉 役 の

' 生徒 と妻役 の生徒 を交代 させ る。

〔場面2夫 と妻 の会話 〕 10

・妻役 の生徒が教室 内に入 る。 ・妻 役 の生 徒 に プ リン トを配 布 す る。 プ リ ン ト

・夫 と姉 の会話 と同様 に進 め ・夫 と姉 の会話 の時 と同様 の指 示 を Nα3

る 。 出 す 。

〔場 面3三 人 の会話 〕 15

・夫 の姉 役 の生徒 が教室 内 に

入 る 。

・3人 で話 し合 い最終結 論 を ・夫 と姉 の会話 の時 と同様 の指示 を

出す 。 出 す 。

開

一 斉 授 業

・板 書 に よ って 各 グ ル ー プ の

ま と め を発 表 す る。

〔ロ ー ル プ レイ ン グ〕

・記 録 を も とに代 表 グ ル ー プ

が話 し合 い の過 程 を 再 現 す

る。(2～3グ ル ー プ)

・質 疑 応 答

10

15 越團 醐嘱
噸 一 翫遜
蟹 雑 一 。

一 　 別
瀾 _

醤 翻 遡熈團
・自分 が夫の母親で あ った ら 5 ・挙 手 に よ って数 を確 認 し、 指 名 に

どの グループの結論 で生活 よ り理 由 を 聞 く。

した い か考 え る。

・各 グ ル ー プ の ま と め を基 に 10 資料集

高齢者の生活基盤と家族の 資 料 プ リ ン ト

意識や社会の対応等にっい

て理解す る。

ま ・役割 演技 の感想 をプ リン ト 10 ・高齢者 の現状を知 り、接 し方 を考 記入用紙

と に記 入 し、本時学習 内容 を え る こ とが で きた か 確 認 させ る。

め 確認 す る。

一7一



力 考察

(ア)役 割 を決 め、その立場 に立 って話 し合いを行 うことによ り、生徒 は他 者 の立場 に

立 って課題 の解決方法 を考 え ることがで き、意欲 的に学 習 に取 り組む ことがで きた。

しか し、約4分 の1の 生徒 は役 になりきろうと したが、 な りきれ ない面 もあ った と

答え てい る。

(イ)話 し合 いの場 に記録者をお き、解決方法及 びその理 由 にっ いて記録 を させ た こ と

は、話 し合 いを円滑 にすすめ る上 で効果 的で あった。ま た、 ま とめを発表 した後 、

代表 グループが ロールプ レイ ングを行 う時 にも、記録 を元 に再現す ることができた。

(ウ)生 徒一人一人 が主体 的に考 え、意見 をま とめ ることがで きるよ うに、各 役割 の状

況設定 を説 明 したプ リン トは話 し合 いの直前に渡 した。その ため、各 自が よ り真 剣

に役割 を理解 しよ うと努力 して話 し合 いに臨んだ。

ω グループのま とめの発表及 び ロールプ レイ ング後 に、 自分 が母親 の立場 で あ った

らどの結 論が望 ま しいか をたずねた ことは、 自分 たちが考 えた解 決法 を高齢者 の立

場 か ら考え させ る上 で効果 的であ った。

キ 生徒 の感想

いろ いろな考 えがあ って一っ にす るのは難 しか ったが、よい方法がみっか って良か っ

た。 自分 の ことのみ考 えて母親 の気持 ちまで考 えて いなか った。母親 の気持 ちを大 切

に した い。

ク 資料

グループ名 結 論 理 由

A班 夫の母は夫があずかり(姉 が母の金をだす。)妻 の母は

夫があやまってそのまま一人暮 らしをしてもらう。

お金がないし仕方がない。

B班
3年 間 とりあえず夫の母を引きとり3年 後に姉の夫の母

が亡 くなっていたら姉に母を引きとって もらい妻の母 を

引きとる。とりあえず3年 間は母の生活費を月々5～6万円

ぐらいずつ弟の家に入れてもらう。2人 いっぺんには引

き取れないか ら3年 間お金をためて最終的に2人 とも引

きとりたいか ら。

C班 近くに家を借りてそこに住まわす。妻の母と一緒に暮らす。 一回失敗 してるから
。

D班
夫の母を夫たちがひきとる。妻の方の母はしょうがない

ので一人暮 らしを してもらう。
し ょ うが な い。

E班 夫の母 と妻の母 は夫がひきとる。 しか し2人 に条件を出

す。(仲 良 くするか)
自分たちの母親だか らしょうがない。

F班
夫の母を1人 暮 らしさせて交代で面倒をみる。姉の方が

多く資金を出す。
同居 して失敗 しているから。

G班 夫が2人 の母を引きとり妻は昼は子供の面倒をみて夜働く。 姉が金を出さなくて足りないので妻が働 く。

H班
夫の母と妻の母2人 の面倒をみる。妻の母が住んでいる

家が大きいのでとりあえず一緒に暮 らす。うまくいかな

い時はもう一度考える。

2人 引き取って しまうと今住んでいる所ではせまいので

妻の母が住んでいた家で住むことにした。

1班
妻の母と姉の夫の母親は老人ホームに行ってもらう。金

は夫 ・妻 ・姉が三等分 して払う。姉と夫の実母は今まで

どおりに姉の家に住む。

仕方なかった。

J班
母は弟夫婦が引きとることになり母は家事などを少 し手

伝 うことと生活に干渉 しないように、妻の母にはあやまっ

て1人 暮らしを続けてもらう。

姉の援助(月2万 くらい)を もらうので夫が母を引 きと

る。食費以外の金は母の年金か ら出 して もらう。(洋 服

代など)
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(5)指 導事 例2食 事 の介助を通 して、高齢者福祉 を考 える

ア 題材名 高齢者 の生活 と介護

イ 題材設定 の理由

高齢化社 会の到来 によ り、介護 を必要 とす る高齢者 は増 えてい る。 ところが、核 家 族

化 の進展 によ り高齢者 と同居す る高校生 は減少傾 向にあ り、 どの様 に接 して いけば よ い

かわか らな い生徒 も少 な くない。一人暮 らしや高齢者世帯 の増加 して い る今 日、介護 は

家族 だ けの問題 ではな くな ってい る。在宅福祉 を推進 してい くには、一 人一人が介護 等

に関 す る基 本的技術を身 に付 ける ことが必要 であ る。そ こで、特別 の器具 を使用せ ず ど

こで も誰 で もで き、 しか も日常生活か ら切 り離 されない実習 として 、食事 の介 助実習 を

実施 し、介助 す る側 と介助 され る側 の両方 を体験す る授業 を設定 した。

ウ 学 習 目標(ガ 食事 の介助実習 を通 して、介護 の知識 と技術 の一端 を学 ぶ。

ω 身体 が不 自由にな った高齢者 の心身 の特徴 を理解 す る。

工 授業 の展開(2時 間)

区
分 学 習 活 動

時
間

指 導 上 の 留 意 点 備 考

導

入

・本 時の学習 目標 を知 る。
(分)

10

・高齢者 の心身 の特 徴及 び介

護 に当た って の心 構 え を伝

え る。

ア ンケー ト調

査結果

〔介護 実習〕

・2人1組 の グル ー プ を作 り、 交 20 ・介助 され る人 が汚 れ な い よ ヨ ー グ ル ト

代 で食事 の介助 を行 う。 うに タオ ル を使 用 させ る。 ス プ ー ン

・介助 され る人 は実習台 に横 にな タ オ ル

る 。 ・寝 て い る人 は 、 上 を 向 い た 記録用紙
展 ・介助者 は次 の3通 りの食 べ させ まま全 身を動 か さな いよ う

方 を す る。 に させ る。

「 「

① 立 った状態

② 目の高 さが同 じくらいに な る

まで しゃがん だ状態

③② と同 じ姿勢 で、介助 され る ・スプ ー ン にの せ る量 、咀囑 、

人の頭を横向きにす る 飲 み込 み、 口の なか に残 っ

開

・介助 され る人 は、 どの状態 が心

理 的 によ く食べ やす いか、介助

す る人 はどの状態 が食 べ させ や

す いか記 録用紙 に記入 す る。

て いないか等 観 察 しなが ら

介助す る。

・咀噛 して い る時 、介 助者 に

食事 の雰 囲気 づ くりを考 え

さ せ る 。

・介助実習のまとめを発表す る。 20 ・挙 手 に よ り発 表 させ る。

〔VTR視 聴 〕

一9一



。VTR「 在 宅 看 護 を 始 30 ・VTRに よ り、 家 庭 生 活 に お け る

め るた め に」 を見 る。 介護 全般 を知 らせ る。

・ワ ー ク シ ー ト に よ り ま 15 ・介護 す る人 の態 度 や話 しか け に よ

ま とめ を す る。 る コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ンの 重 要 性 を

確 認 す る。

と 5 ・現在 の各 自の家庭 で高 齢 者 の 介 護

が必要 にな った場合 に、 自分 が で

め きる ことは何 かを考 え ま とめ させ

る 。

工 授業後 の考 察

介護実習 を行 う施 設 ・設備が全 くないので、非常 に簡単 な実習 しかで きなか ったが、

以下 の ことが確認 で きた。

(7>介 護 され ることを体 験す ることによ り、介護をす る人 は介護技術 を要す る とと も

に、介護 され る人 が どう して もらいたいのか相手の気持 ちを考 えなが ら行動す る必

要 があ るとい うことが理解 で きた。

(イ)介 護 され る人 は心理 的に不安 な状 態で いることが多 いので、介護す るときは会話

によ るコ ミュニケー シ ョンが必要 であ るとい うことが理解で きた。

(ウ〉 介助 実習後 に介護全般 に関す る ビデオを見 ることによ り、介護 の大変 さを知 る と

ともに共 に生 きること、協力者 の必要性 が認識 で きた。

ω 高校生 は自分 ので きる こととして話相手 にな る程度 しか具体 的 には思 いっか な い

よ うであ る。 したが って、高校生 に もで きる介護 を紹介 して いる ビデオな どを見 せ

るとともに、積極的 にボ ランテ ィア活動等 に取 り組 む姿勢 を育 てる必要性を感 じた。

㈲ 介護 実習を行 うには環境 を整 え るとともに、高齢者施設等 と連携 を図 ることが大

切 であ る。

オ 生徒 の感想

(ア)介 護 全般 を通 して … 高齢化社会 の中で、私 たち若 い世代 がお年寄 りや身体 の不

自由な人た ちを助 けて いかなければな らない とい うことが分 か った。介護 のや り方

は、 もっとた くさん の人 たちに教 えていかなければな らない と思 った。

ω 実習 を して … 自分 が介護 させ られ る立場 にな ってみない と、相手 の気持 ち は な

か なか分 か らない もの なので、今回実習 がで きてよか った と思 う。 自分 ので きる こ

とは自分 自身 に責任 を持っ ことだ と思 う。

(6>指 導 事例3聞 き取 り調 査か ら高齢 者問題を考え る

ア 題材 名 高齢者 の生 き方 か ら学 ぶ

イ 題材 設定の理由

本校 の生 徒 はア ンケー ト調査 の結果 、高齢者 との同居率 が3割 程度 と低 く、高齢 期

の問題 は遠 い先の ことと思 ってお り、高齢者 問題 に ほとん ど関心が ないのが実情 で あ
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る。 そ こで高齢者 の生 き方 に直接触れ る ことによ って高齢者 の問題 をよ り身近 な もの

として受 け止め、 さ らに現在を いか に生 きるか が各 自の高齢期 を決定 す る意 味で重 要

で ある ことを理 解 させ たいと考 え、 この題材を設定 した。

ウ 学習 目標 ω 高齢 者か らの聞 き取 り調査を通 して、生 き方 を学 ぶ。

(イ)高 齢 者の抱えて いる課題 を知 る。

(ウ)高 齢 期を豊 かに送 るために は、若 い頃か らの準備 が必要 で ある こと

を理解 し、将来 を見通 しなが ら現 在を充実 して生 き ることの大切 さを

学ぶ 。

工 事前準 備(7)「 高齢者 か らの聞 き取 り調査」 を2週 間前 に課題 と して出 してお く。

(イ〉 ワーク シー ト 「高齢者 か らの聞 き取 り調査 を もとに して」 を作 成 す

る。

(ウ)聞 き取 り調査集計用 の模造紙 を用意す る。

オ 本時 の展 開(2時 間)

区
分 学 習 活 動 時

間
指 導 上 の 留 意 点 備 考

導
・本 時の学習 目標 を知 る。

(分)
・本時 の学習内容を確認す る。

入 5

〔グル ー プ作 業 〕 ワ ー ク シ ー ト

・グ ルー プ ご とに分 か れ 「高 30 ・5人1グ ル ー プ と す る
。 模造紙

齢者 か らの聞 き取 り調査 」 ・集計 用の模造 紙を新聞紙を下 に し 新聞紙

の集計 をす る。 て 黒板 や壁 に 貼 って お く。 セ ロ テ ー プ

展 ・ワー ク シー トに集 計 結 果 を 記 入 さ マ ジ ッ ク

。集計結果 を模造紙 に記 入す 15 せ る 。

る。

・グ ル ー プ ご との 集 計 結 果 よ

り、 ク ラス集 計 を 出 す 。

憲;㍗ 、 ◎ 照凝潔 癬1ぞノ欝 趣貢 畔

〔発表 〕

・グルー プの集計結果 の発表 10

ピ

・ ダ き 驚曳
覧 ㌣胃

をす る。
畢ド:て _毒 憂
町 讐紬_帝

・集 計 結 果 よ り、数 グル ープ を 選 ん

〔グル ー プ討 論 〕
で発 表 させ る。

開 ・集 計 結 果 を もとに グループ 20 ・グル ー プ ご とに 司会1名 、書 記1

で、高齢 者 の生 き方、考 え方
名 を立 てさせ、話 し合 いの結 果 を

及び高齢者から高校生に対
記 録 させ る。

す るメ ッセー ジの考 察 をす る。
・机間巡視 を行 い、項 目 ごとに集 計

結果か ら分か った ことは何 か、 問
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題 点 は何か等を考え させ る。

・ 「聞 き取 り調査」を通 して何 を感

じ、何 を 学 ん だ か ま と め させ る。

〔発表 〕

・グルー プ考 察結果 の発表 10 ・数 グ ル ー プ選 ん で 発 表 を させ る。

ま 〔ま とめ 〕

と ・自分 の将来 を見通 しなが ら 10 ・この学 習か ら得 た ものを 自分 の生

め 今 を どのよ うに生 きた らよ き方 と関連 させて考 え させ る。

いか考 え る

キ

・老後 の ことを考え るには経験 が浅 いので難 し

いが、健康維持 の ことなど今か らできる こと は

や って い きた いと思 う。老後 はほのぼの穏 や か

に過 ごせ るよ うに、 これか らの高齢化社会 の問

題 点 を一 っ一 っ解決 して い くことが大事だ と思

う。高齢者 か らの メ ッセー ジの よ うに、人 との

出会 いを大切 に して楽 しい人生を送 って行 きた

い○

・過去 に いろいろな体 験を して いることを知 っ

た。話 しを して い る時 も、時々思 い出 して悲 し

ん でいる姿 を見て、祖母 が私 の母 を苦労 しなが

ら育て た ことに感 謝 したい と思 った。

力 授業後 の考察

㈲ 今回 の 「高齢 者か らの聞 き取 り調査」 の回収率 は6割 であ り、授業を成立 させ る

には これ が最 低 ライ ンで ある。生 徒を積極的 に授業 に参加 させ るに は、で きるだ け

多 くの生徒 が調査 を実 施す ることが必要で あ り、そ のためには調査期 間 にゆ と りを

持 たせ るなど工夫す る必要 があ る。

ω 今 まで知 らなか った高齢 者の生 き方、喜 び、苦労 、 生 きが い、 不安 、若 い人 に対

す る期 待等が分 か り、高齢者 への理 解が深 ま るとともに、 高齢 者 の抱 え る問題 にっ

いて把握 で きた。高齢期 の ことは考 えてみたこともなか ったとい う生徒 が多 かったが、

この学 習 によ り、高齢期 まで含 あて自分の人生 を考え ることの必要性を理 解 した。

(ウ)集 計結 果を教室内 に張 り出 したので、内容 が一覧 で きて分 か りやすか った。また、

グループ討議 をす ることによ り、聞 き取 り調査を実施 で きなか った生 徒 も高齢 者 問

題 等を共有す ることがで きた。

ω 聞 き取 り調査 の質 問項 目が多す ぎたため、調 査内容が表面的 にな って しま った。

学 習 目標 に即 した何点 かに絞 り込 んで調査 す る方が深 ま りの ある調査 にな った と思

われ る。

生徒 の感想

《 質 問 項 目 》

○健康を維持す るために心掛 けていること

は何か

○年を重ねることで困難に感 じることは何か

○今までの人生で最 もうれ しか ったことは

何か

○今までの人生で最 も大変だ ったことは何

か

○現在の生きがい ・今後の生 き方について

○将来への備えはどうしているか(経 済面 、

介護面)

○社会福祉 ・社会保障に関 して望むこと

○高校生へのメッセージ
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2食 生活

(1)研 究 のね らい

食生活 の学 習 に対 して、生徒 は男女 ともに非常 に高 い関心 を示 してい るが、 と もす る と

作 って食べ るだ けと受 け止 め られがちであ った。

そ こで今回の研究 では、調理実習 や実験 に加 えて調査活動等を取 り入れ、生徒 の体験的 ・

実践 的活動 を通 して 、食生活 の変化 の様子 や現代 の食生活 の実態 にっ いて総合的 に学習 し、

問題解決能 力や、進ん で実践 して い く態度 を育成す ることを目標 とした。

まず 、食生 活領 域 の学習項 目の配列 を工夫 し、内容 を精選す ることによ り指導 目標 を明

確 化 した。青 少年 の食生活 の現状 を理解 させ る ことを講義 の中心 に置 き、五大栄 養素 の学

習か ら、 どの よ うな食品 をどの くらい食 べた らよいかを学 び、健康 と食物 の関わ りを理 解

させ 、食事 が空腹を満す ためだけの ものではない こと、また、食文化 はその地域 に根 ざ し、

日本人 の体質 を補 い、生活 と密接 に関 わ りを もっている ことに気付 かせ ることで、現代 の

食 生活 の実態 を理 解 させ る ことに した。青少年 の食事を通 して現代 の食生 活の特徴 を把 握

す るこ とが家族 の食生活を考え る糸 口にっ なが る と考え た。各事例 で は栄 養 ・食文化 ・基

礎 調理 ・食生活 と社会 の関 わ りを総合的 に捉え た授業 を展開す ることに努 め た。

(2)指 導計 画

ア 指導計 画作成上 の配慮事項

切 調理実 習 ・実験、調査等 の体験的 ・実践的活動 と理論 を関連 させ る。

ω 生徒 が食生活 の在 り方 にっ いて課題意識 を持 ち、 よ りよい ものに改善 しよ うとす

る意 欲を高 め る ことができるよ う、学習項 目の配列 を工夫す る。

㈲ 生活 を科 学的 な視点か ら捉 え ることが で きるよ う実習 ・実験 の内容を検討す る。

イ 指導計 画

指 導 項 目
時
間 指 導 内 容 体 験 的 ・実 践 的 活 動

1現 代 の食生活 2 ・生 徒 の父母 及 び祖父 母 の世代 が 調査1

(D日 本人 の食生活 10代 の頃 に どの よ うな食生 活 を 「10代 の時 に何 を 食 べ た

の変化 して いた か を 知 る こ と に よ り、 か 」

② 変化の要因 日本人 の食生 活 が どの よ うに変

化 した の か知 る。

・食生活 の変化 の原 因 と影響 を考

え さ せ る。

・外食産業 の普及 や食 生活 の洋風

化、飽食等 にっ いて取 り上 げる。

2健 康 と食物 ・健康 と食物 の関わ りを病 気 や死

(1)健 康 と食物 の関 因 の変化 を見 る ことによ り考 え

係 る 。
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② 青少年の食生活 ・生徒の食生 活 の実態 と問題 点 に

の実態 つ いて把 握 させ る。

・清涼飲料水 の過 剰摂 取 に よ る糖 実験1

分の過剰 摂取を 自覚 させ る。 清涼飲料水の糖度測定

㈲ 栄養素の機能と ・五大 栄養素の機能、栄養所要量 、
鴨

食品の持質 食品群別摂取量にっいて理解す

ア 栄養素と所要量 6 る 。

イ 炭水化物性食品 ・炭水 化物 性 食品 の持質 とそ の調 実習1

理法 、取扱 いを知 る。 おにぎ り、味噌汁

・米 の調理 によ り、 日本 の食事 文 実習2

化 を理解 す る。 おは ぎ

ウ 炭水化物の代謝 4 ・炭水 化物 の エネ ルギ ー代 謝 を学

と無 機 質 ・ ビタ び、調節 機 能 と しての無 機質 ・

ミ ン ビタ ミ ンの 働 きを 理 解 す る。

(エ ネ ル ギ ー代 謝 に お け る ビ タ

ミンB1欠 乏 症 、 砂 糖 の過 剰 摂

取 とカル シウム不足 の関係)

エ たん ぱ く質性 食 4 ・たんぱ く質 性食 品 と脂肪 性食 品 実習3

品 と脂肪性食品 の特質 と調理法 を理解 す る。 豆 腐 とおか ら

・現代 の食生 活 にお け る摂取状 況

と問 題 点 を 知 る。(PFCの バ

ラ ンス)

㈲ 外食産業と食生 4 ・コ ン ビニ エ ン ス弁 当 か ら献 立 、 調査2

活 材料、調理 法 、栄 養 の調査 を行 コ ン ビ ニ エ ン ス弁 当 の 調

い 、改 善 点 を考 え る。 査

・外食産業 普及 の要 因 にっ いて考

え る 。

3こ れか らの食生活 10 ・輸入食 品の実態 を通 して、 日本 VTR

(1)日 本 の食糧事情 の食糧事情 にっいて考 え る。 「それ で もあ な た は食 べ

・食 品添加物 の定義 、 種類 、 使 用 ますか」

目的を認識 す る。 実習4

・食品公害 の原 因 ・影 響等 にっ い 海老 ピラフ

て考 え る。 VTR

(2)日 本 型食生活 ・日本型 食生活 の良 さを認識す る 「ジ ヤパ ニ ー ズ フ ー ズ

ア ズNα1」

・各班 で 日本 型食 生活 の献 立 を考 実習5

え、実習を通 して確認す る。 献立実習
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(3>}旨 導 事 修剛4

ア 題材名

イ 学習 目標

ウ 事前学習

調 査を利用 して食生活 の実態を考え る

10代 の時 に何を食べ たか

(7)日 本人の食生活 の変化を知 る。

ω 食生活 の変化 の原因 を探 り、実態 を把握す る。

(ウ)健 康 と食べ物 との関わ りを考え る。

10～60歳 以上 の各年代 の人が10代 の時 に何 を食べ たのか調査す ることを宿題 にす る。

エ 授業 の展 開(2時 間)

区
分

学 習 活 動 時
間

指 導 上 の 留 意 点 備 考

・本時 の学 習内容を確認す る。 (分) ・4人 で1班 とす る。 調査用紙
導 5 ・班 ごとに調査を集 計 し、食生活 の 集計用紙

変化 にっ いて考察 す ることを説 明

入 す る 。

・班 ご とに用紙 に調 査の集計 45 ・集計の仕方を助言 す る。

を す る。 ・考 察 の ポ イ ン トを説 明 し、 生 徒 が

・集 計 結 果 を板 書 し、 ク ラ ス まとめやす いよう助 言す る。

全体 の結果 を黒板 にま とあ ・ク ラス全 体 の集 計 、 考 察 が 終 わ っ

る 。 た こ とを 確認 す る。

展 ・各 項 目(主 食 、主 菜 ・副菜 、

間食、飲 み物 、学校給 食)

ごとにどのよ うに変 化 して

きたか考察す る。

・板書 した結果 か ら自分 た ち 35 ・板書 した結果を利用 し、生徒 自身 資料

の食事 や食生活 が いっ 頃か に考え させ、気付かせ るよ うにす

ら、 ど の よ うに変 化 して き る 。

開
たのか を発表す る。 ・健康 と食べ物 との関わ りが 自分 の

・変化 した原 因にっ いて考 え 問題 と して と らえ られ るよ う配 慮

る 。 す る 。

・現在 の食生活 の問題点 を病

気 や死因 か ら知 る。

・現在 の食生活 の問題点、 健 15 ・ま とあの プ リ ン トに記 入 す る よ う プ リ ン ト
ま

と 康 との関わりについてわか っ に指 示 す る。

あ

一

た こ とを簡 単 に ま と め る。

オ 授業の考察
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(ガ この調 査及 び授業 は、普通科2校 、商業科1校 で実践 した。調査 にっ いて は宿 題

と し生 徒全 員が調査 した。調査 内容 ・項 目等 にっ いて事前 に詳 しく説明 したので、

生徒 は十 分理 解 して宿題 に取 り組ん だ。各年代 の食生活 の特徴 が食べ物 を通 して 分

か るので生 徒 は興 味を持 ち、理解 もしやすか ったよ うだ。教 師が ポイ ン トと して 押

さえ たい食物 の変 化等を調査 よ り引 き出す ことが で きた。

(i>授 業 を進 めてい く内 に、戦争中 に10代 を経験 して いる50代 の食生活 に一つ の特 徴

があ ると生徒 か ら意 見が あ り、集 計の年代区分を変更 した学校 もあ った。

㈲ 調 査 の内容 は食生 活領域の導 入 と して利 用で きるだ けで な く、後 の授業 で も例 え

ば 日本型食生活 、輸 入食品、食 文化 などで も活 用す る ことがで き る。

力 生 徒の感想

予想以上 に食生活 の変化 が大 きい。60代 以上 の人 が食べた物 の中 には、 口に した こ と

が ないよ うな もの もあ った。現代 は飽食 の時代 といわれ ることがよ くわか った。 しか し、

食品 の数 や食材料 は増え たが、昔 に比 べ ると味 がまず くな った とい う声 もあ る。輸入 品

や加工食品 が増 え、手作 りや自然 の ものが減 った ことは、健康面 か らみて決 してよ い こ

とで はない。お い しい ものが増え たけれど、食品添加物 などの有害 な ものを摂 る量 も増

えて しま った ことが恐 ろ しい。脂肪や糖分 も摂 り過 ぎていて、成人病 も増 加 した。豊 か

な時代 といわれ るが、本当 に豊か とは言 えないと思 う。

キ 集 計結果

年 齢 10～20代32人 30～40代32人 50代13人 60代 以上10人

ごはん29 ごはん19パ ン3 ごはん?い も1 米4玄 米1

パ ン14 麦入りごはん3い も類1 麦入りごはん4お かゆ1 麦3う どん1
主 食 麺 類5 お じや 正 麺類3 いもごはん2い も1

麺類7 パ ン2 麦入りごはん1

肉料理24煮 物9 魚料理18豆3 魚料理9味 噌汁3 漬 物4味 噌汁1

魚料理18揚 げ物4 肉料理9豆 腐2 野 菜3煮 物3 煮 物3煮 物3
主菜。副菜

野 菜!0グ ラタン・ハンバーグ2 野 菜7鯨2 肉料理3 干し納豆2お 浸し1
(おかず)

卵料理4ス パゲティ・カレー1 卵料理6咲 噌汁1 納豆2 魚2フ ライ1

豆 類3 いも類3揚 げ物1 とろろいも1 野 菜1

スナック菓子19ヨ ーグルト4 い も11コ ッペパン・チーズ1 蒸しいも7チ ョコ・ガム1 果物2カ ルメ焼き1

アイス7せ んべい ・クッキー2 果 物6お 好み焼 き・チョコ1 果物2蒸 しパン1 トマト1パ ン1

間 食
菓子パン5ケ ーキ ・ゼリー1 饅 頭2と うもろこし・豆1 とうもろこし・うどん1食 べない6 おにぎり1食 べない2

(おやつ)
チョコレート5カ ッブラーメン・揚げ物1 あられ2ス ナック・ぼ,た ら1 じゃがいも・おやき1 駄菓子1

果 物5 駄菓子 ・アイス2食 べない3 ドーナツ ・黒砂糖1 ふ菓子1

茶 類21100%ジ ュ。ス3 水 工ユ 緑茶 ・ウーロン茶2 水7飲 まない1 水6

ジュ ース7コ ー ヒー3 麦 茶9イ ンスタント 茶5 茶2

飲 み 物 牛 乳6水2 ほうじ茶4粉 末 ジ昌一ス1 湯 工

清涼飲料水3 牛 乳4玄 米茶・紅茶1 山羊の乳1

炭酸飲料3 コ ーヒ ー3 サイダー1

牛乳29お でん ・シチュー1 脱脂粉乳18鯨 肉の酢豚1 醐旨粉乳4い も類1 水1

学校給 食 カレー23麻 婆豆縄 〇八宝菜 ユ バン13鯨 肉の竜田揚げ1 コッペパン3魚1 おにぎり1

(主食 ・お
バン19果 物 。ヨーグルト ユ ごはん6豆 ・スープ1 もち1肝 油1 弁当2

かず飲み物) ごはん18イ チ ゴミルク・ずんだもち1 野菜2カ レー ・スパゲティ1 ごはん1給 食なし4 給食なし3
髄

麺類2 魚2お しるこ。コッペパ ン うどん1
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(4>指 導事例5調 査活動 を通 して食生活 の問題点 を明 らか にす る

ア 題材 名 コ ンビニエ ンス弁 当に見 る日本人 の食生活

学 習 目標(7)コ ン ビニエ ンス ス トアで売 っている各種弁当の献立 ・材料 ・調理法 ・イ

栄養調査 を通 して、青年期 にお ける健康 と食物 の関わ りを理解 す る。

ω 外食産業 の普及 の実態 を知 り、そ こか ら生 じるさまざまな問題 点 を

考 え る。

資料 及 び準 備 資料1コ ン ビニエ ンス弁 当調査(東 京都 消費者 セ ンター)ウ

資料2加 工食 品の利用状況

資料3冷 凍食 品の利用状況

工 授 業の展開(2時 間)

区
分 学 習 活 動

時
間 指 導 上 の 留 意 点 備 考

○本時 の学 習 目標 を知 る。 (分) ○弁 当の調査 か ら、その問題点 を指 場所 調理室
導 5 摘 し食生活 の現状 を考 えて い くこ

とを確認す る。

入
○事前 に各班 に コ ンビニエ ンス弁 当

を1食 分 ずっ用意 させ る。

○調査項 目に従 って記録 用紙 45 ○献立内容 と価格 の検討 をす る。 記録用紙(班

に記 入 す る。 ○食品衛生の検討をす る。 に1枚)

(班 で共 同作業) ○食品添加物 の数 ・種類をまとある。 はか り

○栄養所要量 ・食品群別摂取量の1 食品成分表

展 ○材料の計量結果を基に栄養 日の3分 の1量 と比 較 さ せ る。 電卓

計 算 を行 い、 バ ラ ンス シ ー

トの作 成 を す る

　姦幽慧盛饗灘
x 一 ㌔一

醐纐

聾 戴ll胴
懲r㌔'餅

開
○材料 ・調理法 ・栄養面か ら、

調査結果 の考察 をす る。

30 薩 趨超.
監灘 覇腰翻 墜

○意見 をま とめて発表す る。 ○各班 の意見を ま とめさせ る。

10 ○発表内容を簡単 に板書す る。

○ コ ン ビニ エ ンス弁 当利 用 の 10 ○資料1と 各班 の結果を比較 させ る。 資料1

ま

と
問題点 をま とめ る。 ○冷凍調理加工食品の利用状況及び 資料2

め その素材 と輸入食 品 との関係 を考 資料3

え る 。
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オ 授 業の考察

(ガ コ ンビニエ ンス弁当 の栄養計算か ら、栄養所要量 や食品群別摂取量 の 目安 との比

較 を行 うことによ り、栄養面 での問題点 を具体化す る ことがで き、次 の 日本型 食生

活 の学習 への展開を容易 に した。

ω 食品添加物 の使用状況を記入 させ ることによ り、加工食 品が多数使用 されて い る

状況 に気付 かせ、現代 の食生活 の課題 を理解 させ る ことがで きた。

(ウ)食 生 活領域 の基本的知識 を学習 した後 の調査活動 は、 その領域 の まとめにな り、

学 習成 果を確認 し、更 に高 ある ことがで きた。

ω コ ンビニエ ンス弁 当 の容器 のゴ ミは環境 問題 へ、 また、食品 の素材 を検 討 して い

くと輸入 食品な どの食糧事情 に触 れ ることもで き、食生活 を様 々な角度 か ら検討 す

るの に可能 な発展性 のあ る調査活動 であ った。

㈲ 食生 活領域 の調査活動 の意義 を充分把握せず に作業 を始 あ る生徒 もいた。 しか し、

自分 た ちに身近 な コンビニエ ンス弁 当に用 い られて いる食材 が、今 日で は 日常 的 に

家庭 で も用 い られ ざるを得 ない とい うことを認識す る ことによ り、 「家 庭科 は作 っ

て食 べ るだ け」 とい う固定観念が払拭 され、調査活動 の意 義 を生徒 に十 分理解 させ

る ことがで きた と思 われ る。

力 生徒 の考察 ・感想

ω 大量生産 なので、 どの弁当 もおかずが似 てい る。実 は冷 凍食品 が利用 されて い る

らしい。材料 の ほとん どが16歳 男女 の食品群別摂取量 目安 に達 して いなか った。 こ

の弁当 に、卵焼 きや いもの煮物 ・果物 などを盛 り込ん で、反対 に肉類 や油を減 らし、

牛乳 などを摂 る と栄養 のバ ランス もぐっとよ くなると思 う。(女 子)

(イ)コ ンビニエ ンスス トアで買 っている ものが、 こん なに栄養 が片寄 って いる もの と

は思 って いなか った。消費者 のおなかを手軽 な値段 で いっぱいに させ る作戦 だ。 値

段 や量 で競 うので はな く、栄養 の良 さや安 全性 で競 って ほ しい と思 う。(男 子)

㈲ 自分 はよ くコ ンビニエ ンス弁当を買 うが、 こんな ものを食 べて いた とは思 い も し

なか った。手軽 さにた よってばか りでは、健康 に も良 くないので、家庭 で料 理 をっ

くるとい うことを もっと重要 視 してい こうと思 った。(男 子)

国 弁 当の容器 や中に入 ってい る葉 らんなどは無駄が多 く、 ゴ ミ問題 に もっ なが るの

で見た 目に拘 らず、再利用 で きるよ うな素材 にす るべ きだ と思 う。(女 子)

3班鮭弁当8班 とんかつ弁当9班 デラックス幕の内弁当
工串ル4「一 工sル 解一

口健

c
誕自

A
c邑

匿質
恥

、

銚 綾 饒

コ ン ビ ニエ ンス弁 当調 査 結 果(1)バ ラ ンス シー ト

面賞
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コン ビニエ ンス弁 当調査結 果 ②

3班

『コン ビニ弁当調査結果報告』

B組3班

ス'臨 一
、 鶏 嚇 か

寸{テ肪 慌

繊黎
〉

_.L・ 〉 ・.ワ

ノ'

苗欝繋

r秘

断…蘇

隷 「

里 コ鴨マ

コ

作梁1 各班で購入した弁当にっいて次の項目を調査し紀入しなさい。

隅入場駈 酩 》融 幻翫 商銘 周 器 当 伍略 弓30円

献立名 1
飯

2

わ・ら三リヴ'

3

スハ.ケ'ラ4一

4

ホうP乃 タ噂

5
フr九 の

6

使用材料

及び計量

米

♪ζη・57

'

頬 裂肋
もし肉

/o`・り

〒由

今 らプ

.,

スパ怖{め べ

55り'

}由

1・ワ5ヴ

レ仲 マ・鴫

25」 プ

てヨネース"

二〇ン

.冑ツく敦

ク0ガ

試食

壕の劉査
吻バヴい

ρマe

からい

Lゴ、,1つ"い

殉,ぽ い

bコい

づずい

e、f、C

あ小L

et6

レ.1ず い

己t.o

製造元 フーズ1才幻 殉 ■場

食品匹加物

我示内容

胴嚇 身`アミノ観)細 叡 劾 .着1、匂・御 嚇)

謝 期 鱒 勉 掬 リ・髄 ω。)グリ〉、P翻 捌

作築2材 料の計皿をもとに栄蔓価計算をおこない、パランスシー トを作成しなさい.

作桑3材 料の灘坦をもとに食品群別摂取魔のめやすと比較しなさい.

食 品 群 別 摂 取 量 の 計 算 表 3班

.・

献立 材料

分量

1人 分

5

1群 2群 3群 4群

乳.
製

品

卵 肉

魚

貝

豆豆

製

品

録野

黄菜

色

淡野

色菜

芋

頭

果

吻

穀

吻
砂
糖

汕

脂

牲「椒 氷 ノ/639F 〃63

わ・らあづ 鎌 島
碗 し肉
海6・5プ !065

-匿.一 　

46
--r讐

ラ由 46プ

スパ,航 刃"'臼イ

め々
35・θプ

「

～5

;由 人75望 辞5

ホoヲト

サラゲ

じやw賦 25=oう' 25『

マヨネーズ よ07 `一一

ガ個 野沢気 伽プ ク 一 一 } }一., 雫一}"

合 計
ρ o 1θ看5 0 ワ o )5 ρ ノ5z5 o 〃35

16銭男女且安 芸/3
・

130 16 43 30 35 65 33 66 98 7 11

3 班

栄養業分析 食砧群分折 調理法

獣立名 110覧 805 艇用 多い 柵鞠 妙物 煮鞠 和風 洋風 燐樹 その他

以上 以下 なし 叫馳 徽馳

亀P飯

落 楊

鋼 ・
曝 俄

飾算

CA

録

じす三ソ昌

秘載あ
.卵

訟鄭

肉鰍
毅噸
抽庵

/ / / /

ス1、・ゲテr "じ9三渉r吻;冗 ・綱 專

ガ テトサう争" 罪物

っ 咳七の 町穐

記入方法串栄毅案分駈

象食品群分栃

串調理法

所・XLM!10SPA上の果養搬を紀入する。

所要皿80S以 下の栄盤累を配入する。

摂取皿目安のうち、全く摂取していない食品群を紀入する.

概取皿目安のうち、摂取nの 多すぎる環畠扉を配入する.

各識理怯をしている料理の数を紀入する.
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(5)指 導事 例6日 本型食生活 にっ いて知 り、 これか らの食生活 を考え る

ア 題材 名 日本型食生活 を生 か した献立作成 と調理実習

イ 学習 目標 切 日本 の食生活 の現状 を理解す る。

(イ)

(ウ)

米を主食 とす る日本型食生活 の利点 を知 る。

健康 な食生活 を送 るために、 日本型食生活 に沿 ったバ ランスの よ い

献立を作成す る ことがで きる。

ω 日常生活 に活用で きるよ う実習 を通 して、実践 す る態度 を身 に付 け

る 。

ウ 授業 の展 開1(2時 間)

区
分 学 習 活 動

時
間 指 導 上 の 留 意 点 備 考

・本 時の学習内容を確認す る。(分) ・VTR「 ジ ャ パ ニ ー ズ フ ー ズ ビデオMEMO

導 5 ア ズNα1」 の 内容 に っ い て 簡 単

に説 明す る。

・ ビデ オMEMOを と る よ う に 指 示

入
す る。

・メ モを と りな が らVTRを 45 ・生 徒 と と もにVTRを 視 聴 す る。

視聴 す る。

展

・メモ を 基 に、VTRの 感 想 45 ・メ モを発 表 させ なが らVTRの 内

を ま と め る。 容 を確認 させ る。

・メ モ と資料 を 使 って 日 本 型 ・日本型食生活 の特徴 につ いて 資料 資料

食生活 の特徴、長所 を箇条 を用 いて説 明す る。 「日本型食 生

開
書 きに ま と め る。 ・発 表 させ 、板 書 を しな が ら、 内 容 活 とは」

・ま とめの内容 につ いて検 討 を確認す る。

す る。

ま ・学習 内容 を整理す る。 5 ・学習内容 の確認

と

め
・次 時 の予 告 をす る。

VTR視 聴 後 の生 徒 の 感想

◆日本では、洋食 と和食の両方が取 り入れられているが、洋食の方が手軽に食べ られるので、自然に洋風化の方向

になるのだと思 う。健康な生活を送 るためにも日本食を見直 したい。

◆普段、日本食を身近に感 じているせいか、外国の人々より日本食を軽ん じているような所があると思 う。 その点

で外国の食に対する関心は高いと思 った。自由に食事を選べる環境にあるか ら、なおさら、ちゃんと食べ る物に気

を使いたいと思った。

◆ 日本人は、外国(ア メ リカとかヨーロッパ)に 憧れて食べ物 とかに全然見向きもしていないと思 った。外国で紹

介 された日本を見て、初めて良さに気付 くなんて、なさけないと思 った。

◆イギリス人の女性が作った日本食を分析 した結果で、日本食 は塩分を除いて完壁だと言 うのを聞いて、最近の減

塩 ブームの理由がわかる気が した。日本食が健康にいいとは分かっていながら欧米の食生活に近づいてい って しま

うのは残念だけど、いろんな食べ物があふれている今 となってはEl本の伝統的料理を復活 させるのは難 しいと感 じ
た。
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工 授業 の展開2(2時 間)

区
分 学 習 活 動

時
間 指 導 上 の 留 意 点

,

備 考

導
・本時 の学習 の 目標 を知 る。 (分) ・本 時の学習内容 について説 明す る。

入 10

・献立作成 の手順を学習する。 20 ・献立作成上 の留意点 、手順 を理 解

・日本型食生活 に沿 った献立 さ せ る 。

に なるよ うに夕食 の献 立 を ・タ食 の献立 が入 っていな い未 完成 献 立 パ タ ー ン

立 て る。
30
の献立表 を、完成 す るよ うに指示 献立表

① 献 立 のパ ター ン(図)に 食 す る 。

品 ・料理名 などを記入 して ・料理例 を示 し、献立作成 を スム ー 料理例一覧

展 大 まか な献立を立 て る。 ズ に させ る。

②材料名、分量を献立表に記

入 す る。
献 立 パ タ ー ン

③食 品群 別摂取量 を合計 し、

バ ラ ンス シー トを完成する。 ㊥(∋
㊥
(≡)竃ヲ

・班 ご とに集 ま り、班 員 の献 30 ・班 ご とに着 席 させ る。 調理実習計画

立を考察す る。 ・日本型食生活 に沿 った献立 か ど う 表

か チ ェ ッ ク し、簡 単 に考察 させ る。

開 ・調理実習 の献立 を班員 が立 ・調理実 習す るための献 立を決 め る

て た もの の中 か ら決 め る。 よ う指 示 す る。

・調理実習 の準備 をす る。 ・調理実 習実施上 の注 意点を伝え、

① 計画表 の作成 。 計画表 を書 かせ る。

②作 り方などの調整

③作 り方、材料 の確認

④持ち物、買物等の分担

ま
班 ごとに、個 人 の献立表 と 10 ・献立表、計画表 を提 出 させ る ク リ ッ プ

と 調理実習 の計 画表を ク リップ
・次時の予告

め で と じて提 出 す る。

オ 考察

㈲ この授業 は、食生活 領域 の まとめ と して実施 し、 日常生活 に結 び付 くよ うに、 調

理実習 までを1っ の まとま りと して授業を組 み立 て た。制約が あ るに して も自分 た

ちの立 てた献立 で実習で きるので授業 に積極的 に取 り組む姿勢 が見 られた。
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(■)VTR「 ジ ャパ ニ ー ズ フ ー ズ ア ズNa1」 は、 日本 の食 生 活 が外 国 の 人 々 か

らどのよ うに考 え られ生 活の中に取 り入れ られて いるかが、具体的 に分 か る教材 で

ある。 ともす ると見 ただけで終 わ りとな って しまうVTR視 聴 を 「ビデオMEMO」

を とる ことによ り授業 に生 かす ことがで きた。

(ウ)献 立 学習 では、作成 す るの はタ食分 のみ と し、献立 パ ター ン、料理例一 覧を使 う

ことで、時間 や作業 の能率化 を図 った。 この授業 を普通科2校 、商業科1校 で実 践

してみ た結果 、献立学習 の条件設定 について は、各校 の状 況 に合わせ て工夫 す る必

要が あると思 われ る。

力 資料

(ア)日 本型食生活 とは

平均寿命

死亡原因
Na1は?

囎
はどのグ
ループか
な?

いつ頃の

日本?

P.F.C.

比

鵬質
編

第一 グループ

50歳 台

感染症
・肺結核
・疫痢

など

東南 ア ジアの

開 発途 上国

(タ イ ・フ ィリピン
・ベ トナム ・カ ンボ ジ

アなど)

S.20～25年 頃

イ ンド(1979～8慣 …革均)

F)9,7(12)

C76.OF=14.3

(58)(30)

/」ザ
'

、go%ノ ノ
＼＼y'{p

第ニ グループ

60歳 台

脳卒中
・脳出血
・脳梗塞
・くも膜下出血

NIES諸 国 の

新興工業 国家群

(台 湾 ・韓国 ・マ レー シ

ア ・イ ン ド・ブラジル ・

メキ シコな ど)

S.40～45年 頃

∈∋本(1965年)

P12.1(12～13)

嫁
(57～68)(20～30)

日本型食生活

80歳 台

悪性新生物
・ガン

など

世界でただ一国
日本のみ

S.55～? →

〔℃

//ダ
L

80%1
、,

＼
、! メ

》 植P

P.F.Cの カ ロ リー 割 合

El本(1987年)

P13.2q2～13)

C58.9F27.9

(57～68)(20～30)

勝P
125

第三 グループ

70歳 台

心臓病
・狭心症
・心筋梗塞

など

欧米諸国

(ア メ リカ ・ドイ ツ ・フ

ラ ンス ・イ ギ リス ・ス

ウ ェーデ ンな ど)

→ ×

アメ1ノカ(1985E)

P12.0(12)

C429
(58)

F
`ls.1

植

P

1:4・4

α)料 理例一 覧

〈主食〉
ご飯
五目炊き込み飯
おむすび
炊飯
ロ ー ル ノ曽ン

〈汁物〉 〈主菜〉
みそ汁
けんちん汁
すまし汁
コンソメスープ

粟米湯

さばのみそ煮

魚のホイル焼
ロールキャベツ
ムニエル

八宝菜
古老肉

〈副菜 ・副々菜〉
かぼちゃのそぼろ煮 ・ポテ トサラダ
ほうれん草のおひた し・トマ トサラダ
ひじきと油揚げの煮物 ・即席漬け
生野菜 とわかあのサラダ・青菜のソテー
フルーツサラダ・糸こんにゃくのいり煮
五目豆 ・油揚 げときゅうりのごまあえ
きゅうりとわかめの酢の物 ・きんぴら
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㈲ 献立表

日本型食生 活 に沿 った献立 を立 ててみよ う。

1群 2群 3群 4群
献 立 材 料(9) 魚介 豆 ・ 砂 油

乳 卵 ・肉 製 品 野菜 いも 果物 穀物 糖 脂

オ ー プ ンサ ン ド フランスパ ン80 80

ツナ15 15

朝 チー ズ15 15

レタス20 20

きゅうり30 30

トマ ト30 30

バター6 6

マ ヨネーズ6 6

カ フ ェ オ レ コ ー ヒ ー

食 牛乳85 85

砂糖5 5

果 物 りんご100 100

三色ご飯 米100 100

たまご40 40

砂糖 ・油2・2 22

昼
た らこ10

さや いん げん20

10

20

の り 少量

ささみの ピカタ 鶏 ささみ30 30

小麦粉3 3

とき卵10 10

粉チーズ3 3

油3 3

レタス10 10

食
厚揚げの煮物 厚揚げ50

じゃがいも30

50

30

にん じん30 30

牛 乳 牛乳200 200

果 物 みかん100 100

夕

食

合 計
17才男女平均のめやす

35050 13090 300100200 3002035

ω 生徒の作成した献立例

Aグ ル ー プ

○ ご はん(米)

○ み そ 汁(と うふ 、 わ か め 、 み そ)

○ さば の 味 噌 煮(さ ば 、 し ょ うが 、 み そ)

○ ひ じき の煮 物(ひ じき、 油 揚 げ、

にん じん 、 こん に ゃ く)

○ 即 席 漬(き ゅう り、 き ゃべ っ)

Bグ ル ー プ

○ ごはん(米)

○ み そ汁(ね ぎ、 わ か め 、 み そ)

○ 魚 の ホ イ ル焼 き(鮭 、 た まね ぎ、 し い た

け、 ピー マ ン、 レモ ン)

○ ポ テ トサ ラダ(じ ゃが い も、 にん じん 、

き ゅ う り、 ハ ム 、 た ま ね ぎ、 トマ ト、 サ

ラダ菜)
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IV研 究の まとめ と今 後 の課題

本年 度 の教育研究 員 は、「体験 的 ・実践 的な活動 を通 して、主 体 的 に学習 す る意 欲 ・態 度 を

育 む家 庭科 の指導 」を主題 に、調査 ・研究、実験 ・実習、VTR視 聴等 の体験 的 ・実践 的活 動

を通 して、生徒 が生 活上 の様 々な事柄や課題 に気付 き、考え、判断 し、実践 して い く態度 を 育

成 す るこ とを 目指 した。

研究 の内容 は、家族 ・家庭生活 と食生活の2つ の領域 にっ いて 、それぞれ領域 と しての構成

を重 視 しっっ、実験 ・実習等 と講義を一体化す ることを試み た。 また、題材 は授 業 に取 り入 れ

やす く、生徒 の主 体的活動 を中心 に考 えた。6つ の事例 は、領域 ごとに複数 の学校 で実践 して

みたが、 ど この学校 で も容易 に取 り組む ことがで き、充実 した授業 を展開す ることが で きた。

事例1で は、役割演技を通 して、家族の問題解決を図 ることを 目的に授業 を行 った。家族 の問題

解決にっいてはこれが正 しいという答えはなく、生徒 と教師がともに考え創 りだ してい く授業形態 が

望 まれるが、役割演技 によるグループの話 し合 いとロールプレイングはこれを可能 に した。事例2で

は、介護の一端 を実習することにより、介護全般の大変 さと、協力 し合いながらともに生 きることの

大切 さを認識することができた。事例3で は 「高齢者か らの聞 き取 り調査」を実施 することにより、

高齢者 に対する理解 を深 あるとともに、今をいかに生 きるかが各 自の人生を決定するという意味 で重

要であることを実感できた。 この領域を扱 うに当たっては、生徒が興味 ・関心を示 し、自分 の問題 と

して強 く認識できる教材や指導法を今後 も研究 してい く必要がある。

事例4は 、「10代の時 に何を食べ たか」 とい うア ンケー ト調査 を基 に食生活 の変化 と現状 を 、

生徒 が興 味を持 って主体 的に考察 す ることがで きるよ うに した。調査結果 は、 その後 の授業 の

各所 で活 用す る ことがで きた。事例5で は、 コ ンビニエ ンス弁 当を分析す る ことによ り、食 生

活 の現状 は もちろん の こと、現代 の食生活 の抱 え る問題点を社 会 との関わ りも含 めて学習 す る

ことが で きた。事例6で は、食生活領域 のま とめ と して 日本型 食生活の特徴を把握 し、 これか

らの食生活 を ど うして い くか考 え、実践す る態度 を育成 す ることがで きるよ うな展 開 と した。

食生活 の領域 に対 して、生徒 は食物 イ コール調理実 習のイ メー ジが強 い。 そのよ うな生 徒 に、

それ以外 の授業 にいか に して興味 を持 たせ、充実 させてい くかが今後 の課題 といえ る。

以 上 の事例 を通 して、生徒 は体験 ・経験す ることによ り、僅 かずっで はあ るが学習意 欲 を高

め、学ぶ態度 を身 に付 け ることができた と思 う。今後 は、生徒 が より主 体的 に学習 で きるよ う

教材 等 の精選 を図 るとと もに、教員 の資質 を高 めるよ う研修 を積 む必要 があ ると感 じた。また、

今 回 はど この学校 で も、特別 な用具等 を必要 とせ ず授業 が展開 で きるよ うに努力 を したが、 教

育環境 にっ いて整備 す る必要 があ ると感 じた。
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